
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

中

野

白

岩

千

明

さ

ん

長
男
友
和
ち
ゃ
ん

小

藪

徳

本

光

春

さ

ん

二
男
雄
介
ち
ゃ
ん

上

嵯

峨

谷

和

気

輝

明

さ

ん

長

女

真

ち

ゃ

ん

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す

月
の
尾
山
内
ト
メ
ノ
さ
ん

上
鹿
野
川
宮
本
晴
美
さ
ん

中

野

大

野

ユ

ク

さ

ん

中

津

．
別
宮
鴨
雄
さ
ん

影

地

徳

山

皐

月

さ

ん

小

藪

堀

井

夏

興

さ

ん

発行

道路舗装に5,

t
 
肱川町企画経済課

350万円

第

人

48  

ロ

号

昭和52年

男 2,036人

女 2,096人

計 4,132人

直 月

世帯数

1,103世帯

(52. 3. 31現在） ー、

昭和52年度の当初予算
表 1

予算の内訳 （）内51年度

般会計 7億1,000万円

国保特別会計 1億7,000万円

水道特別会計 600万円

学校給食センター特別会計 3,600万円

車輛等運営特別会計 1,150万円

合 計 9億3,350万円

(7億8,800万円）

(1億6,813万6千円）

(497万円）

(3,388万円）

(830万円）

(10億328万6千円）

三
月
十
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
五
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た

定
例
町
議
会
で
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

町
の
行
政
は
、
年
々
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
け

じ
め
を
つ
け
る
た
め
に
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日

を
一
年
度
と
し
て
、
仕
事
と
そ
れ
に
伴
う
金
銭
の
出
入
れ
を
区

切
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
一
年
度
の
仕
事
を
金
銭
に
表
わ
し
た

の
か
予
算
で
す
。

さ
て
、
肱
川
町
の
昭
和
五
十
二
年
度
予
算
に
は
ど
ん
な
仕
事

か
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

戦
後
に
お
い
て
最
大
、
且
つ

最
長
と
い
わ
れ
て
い
る
経
済
不

況
下
に
お
い
て
、
わ
た
し
た
ち

の
町
も
そ
の
影
響
は
大
き
く
‘

皆
さ
ん
の
要
望
か
全
て
満
た
さ

れ
た
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
表
ー
に
み
る
総
額
九

億
余
円
は
六
三
・
三
五
阿
、
四
、

一
九

0
人
の
肱
川
町
に
と
り
‘

少
な
す
ぎ
る
金
額
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。

〔
一
般
会
計
〕

七
億
一
千
万
円
で
昨
年
度
比

九
・
九
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
れ
は
、
庁
舎
建
設
、
公

営
住
宅
か
終
了
し
た
こ
と
等
に

よ
る
も
の
で
、
生
活
関
連
事
業

や
農
林
業
振
興
事
業
は
順
次
新

‘, 

し
い
も
の
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。（歳

入
）

表

2
を
見
て
下
さ
い
。
町
税

の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
六

四
％
と
前
年
度
に
比
べ
わ
ず
か

な
が
ら
伸
び
て
お
り
ま
す
。し
か

し
、
こ
れ
も
予
算
総
額
の
減
少

等
に
よ
る
も
の
で
全
体
に
対
す

る
影
響
力
は
大
き
い
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

国
、
県
か
ら
の
地
方
交
付

税
の
割
合
は
四
一
・
ニ
％
か

ら
五
一
・
九
％
と
大
巾
に
伸

び
た
反
面
、
補
助
金
等
は
‘

地
方
改
善
事
業
、
農
構
事
業

等
の
縮
少
や
、
公
営
住
宅
建

設
の
終
了
で
三

0
・
ニ
％
か

ら
、
ニ
ニ
・
三
％
へ
と
減
少

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
借
金
で
あ
る
地
方

債
は
、
国
の
方
針
に
添
っ
て

重
要
な
財
源
と
し
て
活
用
さ

れ
予
算
額
の
減
少
や
庁
舎
‘

公
営
住
宅
等
、
大
き
な
建
設

事
業
か
終
了
し
た
に
も
か
、

わ
ら
ず
、
前
年
度
と
変
ら
ず

―
二
％
台
に
位
し
て
お
り
ま

す。

表 2

〔
特
別
会
計
〕

（
歳
出
）

ー
仕
事
と
予
算

を
参
照
ー

真
の
福
祉
は

生
活
基
盤
を
充

実
す
る
以
外
に

な
い
。
こ
の
こ

と
を
軸
と
し
た

農
林
業
振
興
、

「
大
切
に
」
運

動
に
よ
る
心
の

醸
成
、
老
人
医

療
費
、
児
童
手

当
で
金
銭
的
援

助
等
々
盛
沢
山

の
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ー
国
保
ー
総
額

一
億
七
千
万
円
の
う
ち
医
療
費

か
八
八
•
四
％
の
一
億
五
千
二

三
万
円
を
占
め
て
い
ま
す
。
財

源
は
、
国
保
税
四
千
八

0
0
万

円
（
二
八
・
ニ
％
）
、
国
か
ら

の
補
助
金
一
億
一
千
二
八
九
万

六
千
円
（
六
六
•
四
％
）
が
主

な
も
の
で
す
。

．．
 

ー
水
道
会
計
ー

52年度一般会計の予算

性質別歳出内訳

一、、

ー

科

目

金 額

構成比

人

件

182> 726

物

件

費

扶

助

費

補
助
費
等

10,240 

公

債

費

7,424 

普
通
建
設

事

業

費

17, 13 

繰

出

金

503 

災
害
復
旧

事

業

費

1,665 

そ

の

他

1,636 

暖
か
く
花
美
し
い
四
月
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
変
り

あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
、
去
る
三
月
十
九
日
就
任
し
、
町
政
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

肱
川
は
ご
承
知
の
よ
う
な
自
然
条
件
で
す
。
な
に
を
や
ろ

う
と
思
っ
て
も
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け

に
住
民
総
参
加
を
訴
え
た
次
第
で
あ
り
、
強
力
な
推
進
体
制

か
ま
ず
必
要
だ
と
存
じ
ま
す
。

道
路
や
生
産
条
件
を
整
え
る
こ
と
は
も
っ
と
も
大
切
な
こ

と
で
す
。
し
か
し
条
件
整
備
は
あ
る
意
味
で
は
過
疎
を
促
進

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
の
で
す
。
生
産
を
伸
ば
し
、

仕
事
を
ふ
や
す
と
い
う
基
本
方
向
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

ぁ
思
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
生
活
環
境
、
教
育
文
化
、
娯
楽
、

人
の
住
む
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
条
件
を
整
え
、
次
第
を
担
う

人
た
ち
か
喜
ん
で
残
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
肱
川
づ
く
り
に
微

力
を
尽
し
た
い
。
明
る
＜
住
み
よ
い
、
し
か
も
活
力
の
あ
る

町
づ
く
り
を
進
め
、
肱
川
の
良
き
伝
統
の
上
に
更
に
新
し
き

も
の
を
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
か
私
の
念
顆
で

あ
り
ま
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鹿
野
川
簡
易
水
道
の
維
持
管

理
と
各
地
区
水
道
の
水
質
管
理

の
経
費
か
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
会
計
ー

総
額
三
千
六

0
0
万
円
の
う

ち
直
接
給
食
材
料
費
か
五
六
．

四
％
の
二
千
―
-

l

―
万
三
干
円
を

占
め
て
い
ま
す
。

一
方
歳
入
の

う
ち
料
金
収
入
は
五
三
％
の
一

Lヽ さ つ

千
九
〇
七
万
八
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ー
車
輛
等
運
営
会
計
ー
総
額
は

一
千
一
五

0
万
円
で
主
に
公
用

車
の
運
行
経
費
で
す
か
、
救
急

車
、
グ
レ
ー
ダ
ー
等
の
経
費
も

含
ん
で
い
ま
す
。

町

長

大

野

5.2 14.4 10.5 24.7 0.7 2.3 2.3 

和

●
「
か
な
り
立
地
条
件
は
悪

い
が
‘
良
く
や
っ
て
お
ら
れ

る
。私
達
も
ま
だ
ま
だ
頑
張
り

が
足
り
な
い
。
」
と
は
視
察

後
の
感
想
（
鳥
取
県
鹿
野
町

よ
り
小
規
模
基
盤
整
備
事
業

視
察
に
来
町

3
/
2
)

●
「
あ
そ
こ
の
ウ
サ
ギ
は
な

か
な
か
通
り
に
か
か
ら
ん
の

で
な
ん
ぎ
し
た
ぞ
。
」
「
お

ら
等
は
昼
ま
で
に
三
羽
も
取

っ
た
日
か
あ
る
ぞ
。
」
と
手

柄

話

に

花

が

咲

く

。

山

林

の
大
敵
野
ウ
サ
ギ
退
治
の

戦
果
は
、
二
三
三
羽
。
（
有

害
鳥
獣
駆
除
反
省
会
3
/
5
)

●
「
が
い
な
目
に
や
ら
れ
た

わ
い
。
」
と
高
額
所
得
者
の

皆
さ
ん
は
渋

ッ
顔

。

で

も

税
金
は
行
政
を
支
え
る
大
切

な
柱
で
す
。
「
楽
し
く
働

き
、
笑
っ
て
納
税
」
の
精
神

で
。
（
納
税
相
談

3
/
8
1

3
1
1
1
)
、

●
小
さ
な
傍
聴
者
、
中
野
小

学
校
四
年
生
の
真
剣
な
ま
な

ざ
し
に
議
員
さ
ん
も
少
し
緊

張

気

味

。

昭

和

五

十

二

年

度
の
当
初
予
算
決
定
。

（
定
例
町
議
会

3
/
1
0
1
3

/
1
4
)
 

●
「
仰
げ
ば
尊
し
我
か
師
の

恩
」
八
十
六
人
は
、
希
望
を

胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
目
ざ

し
て
学

舎

を

後

に

。

（

肱

川
中
卒
業
式

3
/
17)

●
二
期
八
年
間
の
大
き
な
足

跡
を
残
さ
れ
た
藤
川
前
町
長

に
か
わ
り
「
住
民
総
参
加
の

町
政
」
の
大
野
町
長
初
登
庁
。

(
3
/
1
9
)
 

●
「
な
ん
ち
や
役
に
は
立
た

な
ん
だ
が
」
と
は
け
ん
そ
ん

の
弁
。

町
と
住
民
の

パ
イ

プ
役
を
二
年
間
ご
く
ろ
う
さ

ま
で
し
た
。

'

（
年
度
最
後
の
部
落
長
会

3

/
2
2
)
 

●
役
場
の
玄
関
に
赤
や
黄
色

の
春
い
っ
ぱ
い
（
職
員
た
ん

せ
い
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
開
花

3
/
2
2」
)

―
 』



広報ひじかわ

一般会計の

＝仕事と予算＝ cバ9已臼
音B F可 イ士 事 ー （主なもの） 本年度 前年度 .I:t 車交

絲ぷ 務 〇広報広聴活動 54 72 △ 18 

〇生活を よくする町民運動 128.4 96 6 31.8 

〇交通安全対策 202 6 107 6 95 

◎集会所建設 (3ヶ所） 1,!li33.4 

゜
1533.4 

， 
0 音〖浮i．全沼報酉州 400.8 355 8 45 

◎放送施設管理 384 7 

゜
384 7 

◎参議院議員選挙 127 2 

゜
127 2 

〇 糸内禾兒報償金 134 118.4 15 6 

民 生 〇ホームヘルパー (1人） 158.4 148.7 9.7 

〇老人福祉事業補助 98 70.4 27 6 

〇老人検診 37 7 30 7 7 

〇 荀文老年金
ヽ

65 65 

゜〇老人医療 2,016 1,980 36 

〇母子家庭医療扶助 72 24 48 

〇児童手当 (229人） 1,374 1,512 △ 138 

〇 イ呆育:戸斤運け首 (5ヶ戸斤） 1,346 1,312.9 33 1 

〇 心身障害者扶養共済援助 19.8 21.6 £ 1 8 

〇重度心身障害者医療補助 252 180 72 

0 はり、きゅう、マッサージ施術補助 31 3 31 3 

゜〇国保会計繰出 し 300 300 

゜o j:也方改善事業 1,183 4,212 △ 3,029 

（町道敷水線舗装 (250m) 

｛敷水飲料水供給施設

l嘉城下排水施設 (650m)
〇 ネ土全汗畠ネ止協濯義会寸舌璽か補且力 36 23 13 

〇老人の家開殷調査 13 

゜
13 

〇国民年金基金繰出し 115 

゜
115 

偉i 生 〇母子ミ ルク支給 31 3 49 △ 17 7 

〇母子センター分娩補助 52 5 45 7 5 

〇零才児医療費補助 64 1 69.1 乙 5 

〇予防注射、結核検診等 289.8 235 54.8 

〇衛生害虫駆除薬品購入 136.8 129 7.8 

〇歯科診療所運営 170 5 139 2 31 3 

〇し尿処理場運営負担金 200.5 162.8 37 7 

〇 内山ごみ処理場運営負担金 487.4 429 6 57 8 

◎救急業務繰出し 140 

゜
140 

〇水道会計繰出し 87 9 81.8 6 1 

農林水産 〇農業近代化査金利子補給 68 70.8 △ 2.8 

〇青年農業者活動促進補助 50 ‘50 

゜0 畜産振興対策事業 70 70 

゜〇農業振興事業補助 271 2 344 △ 72.8 

〇 林業振興補助 181 3 150.8 30 5 

〇農道補助 (72件） 3,005 2 2,104.7 900 5 

0 小規模基盤整備事業 500 500 

゜〇農業構造改善事業 1,498.4 4,911 △ 3,412 6 

◎農道森線新眩 1,395 3 

゜
1,395 3 

〇 材木道補助 (3件） 39.1 99 2 △ 60 1 

0 松くい虫防除 164.6 77.4 87 2 .. 
0 後継者結婚造林事業 14 14 

゜0 野うさぎ補獲 25 25 

゜0 高齢者対策事業 55 53 5 1 5 

（しいたけ栽培

し緑化樹

〇林業構造改善事業 3,305.4 2,149 8 1,155 6 

〇結婚相談 20 5 

゜
20 5 

〇農事放送施設補助 150 6 

゜
150 6 

〇部落営農会議補助 53 

゜
53 

〇土づく り対策事業 200 

゜
200 

〇 くりす巽果士易建殷補助 168.6 168.6 

゜〇 しいたけ生産対策事業 235 

゜
235 

国土調査 0 j也籍調査（中津） 1,994.8 2,078.4 △ 83 6 

商工観光 〇商工指導事業補助 38 38 

゜〇観光協会補助 50 46.7 3 3 

〇園地管理 451 6 173 278 6 

〇 丸山公園 25 20 5 

l 

ヒ 木 〇 町道管理 1,023 6 789 1 234.5 

〇 町道舗装 (7線） 5,350 3,200 2,150 

〇 町道新殷 150 418 △ 268 

〇 町道敷砂利 132 176 △ 44 ，ヽ

i肖 阻方 〇消防団活動 (237人） 995.8 910 2 85 6 

◎消防無線 410 

゜
410 

◎消火栓（上石丸） 220 

゜
220 

0 ポンプ購入 80 160 △ 80 

学校教育 〇学校総合管理 666 6 741.3 △ 74 7 

〇定時制振興 237 158.4 78 6 

0,Jヽ学校管理 592 7 465.8 126 9 

0 中学校管理 448 1 427.7 20.4 

0 教育振興費 979 6 933 2, 46 4 

〇学校給食センター繰出 し 1,613 1,350 263 

ネ土全清攻育ご 〇公民館 779.7 698 6 81 1 

〇 社土舌ミイ本育振興 150 1 129 7 20.4 

◎夜間体育照明施設建設 514 

゜
514 

〇 町民運動場整備 115 3 20 95 3 

〇プール管理 286 3 、1677 118 6 

公 f責 0 1昔入金償還 7,223 6 5,665 1 1,558 5 

災害復 1日 〇 災害復 1日事業 1,665 1,761 2 △ 96 2 

―
―
ペ
ー
ジ
か
ら
の
つ
づ
き

一

そ
れ
で
は
‘
こ
の
中
で
新
し

い
も
の
、
主
な
も
の
を
拾
っ
て

¥
I

み
ま
し
ょ
う
。

2
 

，
ー
，

ー4

ー
総
務
I

町
民
連
動
、
広
聴

52
活
動
等
ヵ
主
な
も
の
で
あ
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴

き
町
政
へ
反
映
す
る
窓
口
と
な

っ
て
い
ま
す
。

建
設
事
業
で
は
‘
集
会
所
を

正
覚
‘
は
ざ
谷
‘
協
生
の
三
ヶ

所
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

ー
民
生
—
福
祉
時
代
に
最
も

重
要
な
科
目
で
あ
り
、
内
容
は

名
人
対
策
、
児
童
対
策
等
で
す
。

主
な
事
業
は
、
先
す
独
居
老

人
の
た
め
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
一
人
置
き
‘
家
庭
訪
問
を
し

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
老
人
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
も

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
又
老
人

医
療
費
は
二
千
一
万
六
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
も

の
と
し
て
は
‘
‘
従
来
入
院
の
み

か
対
象
と
な
っ
て
い
た
母
子
家

庭
の
医
療
扶
助
か
今
年
か
ら
通

院
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
又

近
年
増
々
要
望
の
強
い
「
老
人

の
家
」
開
設
を
促
す
た
め
調
査

費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

ー
衛
生
ー
ー
母
子
へ
の
ミ
ル
ク

支

給

零

才
児
医
療
費
補
助
の

は
か
‘
救
急
車
運
行
の
た
め
車

輛
会
計
へ
繰
出
し
を
し
て
い
ま

す
。

ー
農
林
水
産
ー
農
林
業
の
町

で
あ
る
当
町
で
は
一
番
大
き
い

位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

内
容
も
、
農
林
業
振
興
を
主

と
し
て
巾
広
い
事
業
、
補
助
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
も
の
で
は
山
村
特
別
開

発
事
業
最
終
年
度
と
し
て
農
道

t

森
線
の
新
設
を
計
画
、
農
業
委

員
会
で
は
、
昨
年
度
途
中
か
ら

発
足
し
た
後
継
者
を
対
象
と
し

た
結
婚
相
談
所
を
充
実
、
皆
さ

ん
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
又
、
農
林
業
振
興
で
は
土

づ
く
り
対
策
‘

し
い
た
け
生
産

対
策
等
を
新
規
に
計
上
、
従
来

の
施
策
を
含
め
て
よ
り
充
実
し

た
も
の
と
し
、
又
‘
こ
れ
ら
を

総
合
的
に
調
整
す
る
た
め
部
落

営
農
会
議
を
設
け
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
農
構
、
林
構
と
も

今
年
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

ー
土
木
ー
町
道
の
管
理
は
グ

レ
ー
タ
ー
の
活
用
と
共
に
整
備

員
の
充
実
で
よ
り
快
適
な
道
へ

と
努
力
し
て
い
ま
す
。
町
道
の

舗
装
は
‘
五
ヶ
年
計
画
を
立
て

一
級
線
一

0
0
%
、
二
級
線
八

五
％
、
三
級
線
四

0
％
を
目
標

と
し
、
今
年
度
は
初
年
度
と
し
、

七
路
線
を
計
画
、
事
業
費
も
昨

年
度
比
七

0
％
増
の
五
‘
三
五

0
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
C

ー

消

防

ー

盛

夏
訓
練
服
を
新

調
‘
施
設
で
は
非
常
時
の
た
め

に
無
線
機
を
各
分
団
消
防
車
に

設
置
、
機
動
力
の
妍
強
を
行
な

い
ま
す
。

ー
教
育
ー
学
校
教
育
費
の
ほ

か
社
会
教
育
、
保
健
体
育
費
を

計
上
、
新
し
い
も
の
と
し
て
‘
正

山
、
岩
谷
地
区
に
夜
間
体
育
照

明
施
設
を
新
設
、
社
会
体
育
の

振
興
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
き
か
せ
下
さ
い
。
ハ
ガ
キ
で
、
電
話
で
（
肱
川
局
2
3
,1
1
)
-・

役場のチューリップもこんなにきれいに咲きました。こられる皆さ
んにやさし〈語りかけて〈れます。

-＊← 
ィヒを植えましょう

毎年実施しております花いっぱいコンクール、今年はふたたびグループに

よる花づ〈りを対象に募集いたします。 、

部落や組、又は子供会、学校など何人かのグループで育てたものをどしど

し応券してください。町では、花の種を各部落長さんを通じて配布いたしま

すので、ご利用下さい。

応募の受付けは、 7月までです。審査の希望時期をそえて、部落長さん又

は役場へ申し込んで下さい。入選のグループには表彰の上記念品かあります。

脳
腫
瘍
（
の

う
し
ゅ
よ
っ
）

は
、
脳
の
な

か
に
腫
瘍
が

あ
る
た
め
脳

圧
か
高
ま
り
‘

頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
（
お

う
と
）
な
ど
の
症
状
が
最

初
に
出
て
き
ま
す
。

こ
の

あ
と
半
身
不
随
や
意
識
障

害
を
お
こ
す
こ
と
か
多
い

の
で
す
か
‘
脳
辛
中
の
よ

う
に
突
然
お
こ
る
の
で
は

な
く
‘
た
と
え
ば
ま
す
足

か
重
く
、
ど
う
も
具
合
か

悪
い
と
い
っ
て
い
る
う
ち

に
、
手
も
思
う
よ
う
に
き

か
な
く
な
る
。

あ
る
い
は
な
ん
と
な
く

ぱ
ん
や
り
し
た
状
態
か
続

き
‘
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

意
識
か
な
く
な
っ
て
く
る

と
い
っ
た
具
合
で
す
。

し
か
し
、
脳
腫
瘍
は
‘

半
身
不
随
や
意
識
障
害
が

出
る
前
に
診
断
を
受
け
‘

手
術
を
受
け
る
こ
と
か
大

切
で
す
。
時
期
を
失
わ
な

け
れ
ば
完
全
に
治
す
こ
と

か
で
き
る
の
で
す
か
ら
、

が
ん
こ
な
頭
痛
が
あ
る
と

き
は
必
ず
専
門
医
に
診
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。

と
く
に
夜
、
床
に
入
る

と
脳
圧
か
高
ま
る
の
で
、

夜
中
に
頭
痛
と
と
も
に
吐

き
気
か
あ
っ
た
り
す
る
も

の

r要
注
意
で
す
。

・1
1
,
'
•
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置つ

--． ー

こ
の
は
ど
、
「
町
内
案
内
図
」

4
 
2

か
肱
川
町
公
民
館
正
面
に
設
置

5
 さ
れ
、
町
内
外
の
方
々
の
ご
案

内
に
一
役
か

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
案
内
図
は
、
肱
川
町
庁

舎
落
成
を
記
念
し
て
製
作
し
た

も
の
で
、
町
内
の
各
部
落
へ
通

じ
る
道
路
や
主
な
施
設
な
ど
を

図
案
化
し
、
国
道
、
県
道
、
町

道
を
色
分
け
し
た
も
の
で
す
。

IJ内
の
霞
内
植
か
で
書
る

庁
舎
落
成
を
記
念
し
て
公
民
館
に

………税金を納め過ぎてしヽた。遠

付を受ける税金が少なかった。こ

のような場合は更正の請求をして

くださし‘o

なお、詳しいことは税務署へ。

◎
r
1

的
母
子
家
庭
に

対
し
て
、
医
療

費
を
助
成
す
る

こ
と
に
よ

っ
て

保
健
の
向
上
と
、

福
祉
の
増
進
を

は
か
る
こ
と
か

目
的
で
す
。

◎
助
成
が
受
け

れ
る
人

町
に
住
所
を

定
め
て
い
る
人

で
所
得
税
が
課

せ
ら
れ
て
い
な

い
人
、
た
だ
し

生
活
保
護
者
は

こ
れ
か
ら
は
入
学
、
進
学
、

就
職
‘
転
勤
な
ど
人
の
異
動
の

多
い
時
期
で
す
。

新
し
く
町
民
に
な
る
人
、
他

の
市
町
村
へ
転
出
す
る
人
は
‘

必
ず
「
住
民
異
動
届
」
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
は
‘
子
ど
も
の
就

学
通
知
、
転
入
学
、
選
挙
権
、

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
、
日
常
生
活
に
関

係
あ
る
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

住
所
を
変
え
ら
れ
る
と
き
‘

ま
た
は
変
え
た
い
と
き
は
、
お

広醐ひじかわ
---------------------------------------------------

：：岱：；：；：：菱：望：；合五：菱：：：：： ：：ざ：ざ：名：：：： ：： ：． ： 

.．:上.．.．：•.. [ 

納税者の皆さん、所得税の確定 ： 

申告にご協力ありがとうございま i 

した。 ： 

確定申告をした後で、計算の間 i 

違いにお気づきのかたはありませ i 

んか？

＊ 税金を少なく計算していだと ； 

き…………所得や税額の計算を間 ： 

違っていた。納めた税金が少なか：

った。還付を受ける税金が多すぎ ： 

た。このような場合には修正申告 ： 

をしてください。

： ＊ 税金を多く計算していだとき ： 

， 

除
か
れ
ま
す
。

曰
配
偶
者
の
い
な
い
女
子
と

養
育
し
て
い
る
児
童
（
二

0
オ

未
満
の
者
）。

口

祖
母
と
孫
、
又
は
姉
と
弟

妹
の
準
母
子
家
庭
゜

口

父
母
の
い
な
い
家
庭
゜

◎
助
成
金
の
額

入
院
、
通
院
共
に
、
医
療
費

に
つ
い
て
自
分
が
負
担
し
て
支

払
っ
た
額
。

◎
給
付
の
手
続
き

役
場
の
窓
口
で
定
め
ら
れ
た

用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。
そ
の

用
紙
に
医
師
の
証
明
を
受
け
て

役
場
の
窓
口
へ
請
求
し
て
下
さ

、a
o
し

転
出
届
を

進
学
、
就
職
‘
転
勤
、
結
婚

な
ど
に
よ
り
町
外
へ
住
所
を
変

え
る
と
き
は
、
新
住
所
地
で
の

転
入
届
に
転
出
証
明
書
か
必
要

で
す
。
転
出
前
に
転
出
先
と
転

出
予
定
日
を
届
け
出
て
「
転
出

証
明
書
」
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

転
入
し
た
と
き

転
入
届
を

町
外
か
ら
肱
川
町
に
住
所
を

移
し
た
と
き
は
、
移
っ
た
日
か

ら
十
四
日
以
内
に
転
出
証
明
書

を
添
え
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

転
居
し
た
と
き

転
居
届
を

町
内
で
住
所
を
変
え
た
と
き

は
、
変
え
た
日
か
ら
十
四
日
以

内
に
届
出
を
じ
て
く
だ
さ
い
。

世

帯

主

が

変

っ

た

と

き

書
喜
t*
-．

1

変
更`

 

世

帯

主

が

r,

早
め
に
町
民
課
で
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

転
出
す
る
と
き

'口飢届
L
を
主
j

ー
に
な
く

昌

＇、ミ変も

いるいるな纏籠瓢慶5)

母子家庭医療費助成事業
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い
ろ
い
ろ
の
行
事
や
約
束
を
忘
れ
た
り
‘
遅
れ
た
り
し

な
い
た
め
に
、
今
年
も
各
家
庭
に
メ
モ
欄
つ
き
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
配
り
ま
し
た
。

今
年
は
内
容
も
改
良
し
ま
し
た
し
、
税
金
や
町
の
行
事

な
ど
も
決
っ
て
い
る
も
の
は
記
入
さ
れ
て
い
て
大
変
使
い

よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
い

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
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こ
れ
は
使
え
る
…
…

メ
モ
欄
つ
き
カ
レ
ン
ダ
ー

が
あ
っ
た
と
き
は
‘
変
更
が
あ

っ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
六
月
に
戸
籍
法
の
一

部
か
改
正
さ
れ
、
十
二
月
一
日

か
ら
戸
籍
の
閲
覧
は
、
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
人

の
戸
籍
の
謄
．
抄
本
を
本
人
と

い
つ
わ
っ
た
り
、
う
そ
の
事
由

を
示
し
て
、
戸
籍
の
謄
・
抄
本

の
交
付
を
受
け
た
と
き
は
‘
過

料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

豆
戸
籍
簿
お
よ
び
除
籍
簿
の
閲

覧
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
他
人

1
伝

戸籍謄本の請求は

使用目的を明らかに
戸籍の閲覧制度も廃止

広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
き
か
せ
下
さ
い
。
ハ
ガ
キ
で
、
電
話
で
（
肱
川
局
2
3
1
1
)

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
三
ヶ

年
に
わ
た
っ
て
、
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
養
蚕
南
I

地

造
成
工
事
も
、
予
期
以
上
の
成

果
を
挙
げ
て
、
こ
の
程
立
派
に

完
成
致
し
ま
し
た
。
前
半
の
四

十
九
年
、
五
十
年
に
施
工
し
た

工
区
で
は
、
早
く
も
桑
苗
か
す

く
す
く
と
伸
び
、
期
待
ど
お
り

の
収
穫
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

当
初
は
‘
二

O・

七
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
土
地
を
八
干
五
百
万
円

で
造
成
す
る
計
画
で
し
た
が
、

用
地
や
地
形
の
関
係
で
、
面
積

は
、
十
四
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

減
り
な
か
ら
も
、
お
り
か
ら
の

物
価
上
昇
に
よ
り
、
事
業
費

は
一
億
一
千
六
百
万
円
と
‘
逆

に
増
加
致
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
参
加
農
家
の
人
達
は
、
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
大
型
機
械

が
十
分
活
用
で
き
る
の
で
‘
今

後
の
機
械
化
養
蚕
に
大
き
な

夢
を
抱
き
な
が
ら
、
日
夜
農

作
業
に
精
励
し
て
お
り
ま
す
。

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
本
人
で

も
閲
覧
は
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。

*
他
人
の
戸
籍
の
謄
．
抄
本
を

請
求
す
る
場
合
は
、
請
求
書

に
何
の
目
的
に
使
用
す
る
か

を
具
体
的
に
記
載
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
し
、
そ
の
目
的
を
書
か

な
か

っ
た
り
、
そ
の
請
求
か

不
当
な
目
的
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
ぎ
は
‘
こ
れ
に
応
じ

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

卍
除
籍
の
謄
．
抄
本
は
‘
除
籍

に
記
載
さ
れ
て
い
る
本
人
と

そ
の
夫
ま
た
は
妻

・
父
母
・

祖
父
母
・
子
・
孫
は
請
求
で

き
ま
す
か
、
そ
れ
以
外
の
人

は
原
則
と
し
て
請
求
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
相
続
関
係
を
証

明
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
の

ほ
か
、
裁
判
所
・
そ
の
他
官

公
署
に
提
出
す
る
必
要
か
あ

る
場
合
、
除
籍
の
記
載
事
項

を
確
認
す
る
に
つ
き
、
正
当

な
利
害
関
係
が
あ
る
場
合
な

ど
に
限
り
請
求
で
き
ま
す
。

広い団地に桑苗も植栽、これからの養蚕経営に一つの光が……。

年度別実施状況

年度 事業量 植付面積 事業代

49 5 3ha 4 28 28 6干00r.y 

50 7.1 4 97 39 511 

51 2 5 1 38 45 000 

52 3 000 

合計 14.9 10 63 116 lll 

2
次
農
構
「
宇
和
川
養
蚕
団
地
」
完
成

三・
.t 
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`
•
•
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0
不
用
犬
の
回
収

と

き

五

月

十

日

八
時
半
ー
十
時

と
こ
ろ
肱
川
町
役
場

〇
母
親
学
級

と

き

五

月

十

三

日

十
三
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

学
習
テ
ー
マ

「
妊
娠
中
の
生
理
に
つ
い
て
」

モ
チ
は
モ
チ
屋
と
い
い
ま
す
。

農
地
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
何

ん
で
も
農
業
委
員
会
に
ま
ず
相

談
す
る
こ
と
で
す
。
農
地
を
買

わ
い
た
い
、
売
り
た
い
、
貸
し
た

か

い

、

借

り

た

い

ど

ん

な

こ

じ
と
で
も
、

．
計
画
が
固
ま
っ
て
い

な
く
て
も
…
…
で
す
。

ひ艮幸
ど
ん
な
場
合
で
も
、
最
後
に

は
、
農
業
委
員
会
で
手
続
き
を

広

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

最
初
か
ら
農
地
問
題
の
専
門
機

関
で
あ
る
農
業
委
員
会
に
相
談

、
す
れ
ば
、

．ム
ダ
な
思
案
や
手
間

も
は
ぶ
け
ま
す
。

し
か
し
、

農
業
経
営
の
甚
礎

を
な
す
農
地
の
こ
と
で
す
か
ら

法
律
や
制
度
は
、
い
ろ
い
ろ
な

事
態
を
想
定
し
て
複
雑
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
農
地
問

題
の

モ
チ
屋
（
農
業
委
員
会
）

に
相
談
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇

制
度
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

農
地
の
こ
と
は
ま
ず

農
業
委
員
会
に
ご
相
談
を

〇犬の登録と狂犬病予防注射

日程 （追加実施）

＇ 月日

5
月
9
日

1

2

 

時刻場所

9;00~9:30 岩谷公民館

10:30-n:oo 赤岩（縫製工場）

13: 00-13: 30 大谷公民館

14:00-15:oo 鹿野川河原

登録料300円 注射料700円
印かんをご持参下さい。

五
月
一
日
か
ら
は
じ
ま
る
児

童
福
祉
週
間
に
ち
な
み
、
五
月

は
子
供
や
家
庭
に
つ
な
か
り
の

深
い
月
で
す
。

各
家
庭
で
も
子
供
た
ち
の
た

め
に
、
よ
い
思
い
で
と
な
る
行

事
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
作
文
、
詩
、
短
歌
、
童
話

な
ど
を
作
っ
て
下
さ
い
。

町
で
は
”
お
母
さ
ん
の
作
文

コ
ン

ク
ー
ル
Ii

を
実
施
し
ま
す
。

募
集
の
し
め
切
り
は
、
五
月
三

十
一
日
で
す
。
参
加
者
に
は
粗

品
を
進
呈
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ど
し
ど
し
応
募
下
さ
い
。

奉平一家
木

l¥ 材木じじ呂奄、

十
軽
微
な
被
害
で
あ
っ
て
も
、

た
だ
ち
に
警
察
署
ま
た
は
も
よ

り
の
駐
在
所
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

+
軽
い
ケ
ガ
で
も
医
師
の
診
断

｀
甕
量
謬
璽
に

葛
つ
だ
邑
）

こ
乳
鑢
け
饂
／

楽
し
い
わ
が
家
の

よ
う
す
を
＃
〈
“
に

つつじまつり期間中に行われる

主な行事

行事名 開催日時 場 所

川柳大会
4月29日 肱川町
10時～16時 公民館

の

督‘’’‘ 
5月1日

丸山公園野 11時～16時

5月3日 鹿野川園地
のど自慢

13時～16時 （肱雨川夭町の公場民介館）

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
妊

婦
健
康
相
談
の
内
容
を
変
え
て
、

今
年
度
か
ら
「
母
親
学
級
」
と

し
て
毎
月
開
設
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

お
母
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
な

ら
れ
る
方
々
が
、
妊
娠
、
出
産
、

育
児
な
ど
に
つ
い
て
、
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
‘

す
こ
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み

育
て
る
た
め
に
非
常
に
大
切
な

こ
と
で
す
。

ど
ん
な
時
に
何
を
す
れ
ば
よ

い
か
を
自
分
で
考
え
、
そ
れ
を

実
行
で
ぎ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
「
母
親
学
級
」
を
毎
月
開
設

し
て
、
衛
生
教
育
を
学
習
し
、

希
望
者
の
み
診
察
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

な
お
、
学
習
テ
ー
マ
に
つ
い

て
は
、
毎
月
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

母
親
学
級
の
開
設

ー
妊
婦
健
康
相
談
の
内
容
充
実
ー

おしらせの
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こ
と
し
も
II

つ
つ
じ
祭
り
II

へ
と
う
ぞ

◇心配ごと相談◇

‘` お気軽に相談所へ’’

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時。

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室。

四
月
十
五
日
＼
五
月
五
日

鹿
野
川
園
地
、
丸
山
公
園
は

つ
つ
じ
の
名
所
と
し
て
有
名
で

す。
霧
島
、
平
戸
、
久
留
米
、
五

月
、
オ
ン
ツ
ッ
ジ
な
ど
色
と
り

ど
り
の
花
が
咲
き
み
だ
れ
る
光

景
は
と
て
も
き
れ
い
で
、
見
頃

は四月二十五日頃から五月

三日頃までです。

つつじまつりは四月十五

日から五月五日までですか、

その期間中次の行事か催さ

れます。皆様おそろいでぜ

ひおでかけください。

相談日 担当相談員

4月25日 福田相談員、堀尾相談員

5月5日
谷本相談員、兵頭相談貝
都谷相談員 ← 

.,. 

5月15日 宮本相談員、下石相談員

5月25日 長田相談員、坂本相談員

重
度
の
身
体
障
害
者
二
級
・

二
級
）

、で
同
手
帳
を
お
持
ち
の

満
六
オ
（
五
二
•
四
・
一
現
在
）

以
上
の
方
に
身
体
障
害
者
福
祉

強
調
運
動
に
ち
な
む
郵
便
は
が

き
を
五
二
•
四
・
ニ
0
以
降
お

一
人
に
つ
き
二

0
枚
差
し
上
げ

ま
す
。
御
希
望
の
方
は
、
手
帳

を
御
持
参
の
上
肱
川
郵
便
局
に

お
申
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
御
本
人
に
代
っ
て
代

理
の
方
の
お
申
出
で
も
、
又
、

一

郵
便
に
よ
る
お
申
出
で
も
結
構

で
す
。受

付
期
間
は
五
二
•
四
・
一

か
ら
五
ニ
・
五
・
三
一
ま
で
。

お
申
出
の
た
め
の
用
紙
は
郵
便

局
、
福
祉
事
務
所
等
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
郵
便
局
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

0|
0|
0|
0|
0|
 

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

後
に
な
っ
て
、
後
遺
症
が
出

て
、
そ
の
傷
害
が
、
あ
の
時
の

交
通
事
故
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
客
観
的
に
証
明
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。

J
 

郵
便
局
か
ら
の

＂．

お

知

ら

せ

配守-Tin心 .9.r＇In・「汗吃

贈らない

貰わない

求めない
3ない運動の輌をひろげ

；― ノ 金のかからないきれいな選挙
！， ． を1膨＼がけましよう。I 叡｀県選挙管理委員会念愛援県明るい選挙｀
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離
婚
し
て
も
結
婚
前
の
氏
（
姓
）
に

も
ど
ら
な
く
て
も
よ
い
方
法
が

で
き
ま
し
た

結
婚
の
と
き
相
手
の
氏

（姓）

を
名
の
っ
た
人
か
離
婚
す
る
と
、

こ
れ
ま
で
は
、
当
然
に
結
婚
前

の
氏
に
も
ど
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
で
は
社
会
生

活
の
上
で
不
便
を
感
じ
る
人
も

あ
り
、
特
に
、
夫
の
氏
を
名
の

る
女
性
が
多
い
現
状
で
は
、
妻

だ
け
が
不
利
に
な
る
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

郵 便 は か` A]
 

昨
年
婦
人
の
地
位

ロロロロロ
忘れてはいませんか
賞品引換は7月19日まで

＜折りたたみ式自転車〉

152 991 各組共通

699 043 各組共通

999 907 各組共通

513 927 A 組

の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
民
法

か
改
正
さ
れ
、
五
十
一
年
六
月

十
五
日
か
ら
は
本
人
か
希
望
す

れ
ば
、
離
婚
前
の
氏
を
そ
の
ま

ま
名
の
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
希
望
者
は
、
離
婚
の
際
い

っ
し
ょ
に
届
出
を
す
れ
ば
よ
い

の
で
す
が
、
離
婚
の
日
か
ら
三

ヵ
月
以
内
な
ら
、
離
婚
届
と
別

で
も
差
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

r-ナ---,-7r-T•―’
I I I II I I 
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l 
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時 計〉

下 5けた 97 585 各組共通

下 5けた 74 314 A 組

＜封筒とグ リーティングカードのセ ット〉

下3けた 361 各組共通

下 3けた 185 各組共通

くお年玉切手シー・ト〉

下 2けた 08 各組共通

下 2けた 10 各組共通

下 2けた 02 各組共通

抽せん日 52年1月15日 お年王のお渡し 52年1月20日ー7月19日
くじ番号部分を切り取らずに郵便局へお持ち下さい。 、

唱ぷも(l1 -

＜腕

一 ．、


